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典
型
的
な「
で
も
・
し
か
教
員
」
の
一
人

と
し
て
、
故
郷
の
山
村
の
中
学
校
に
就

職
し
た
年
に
、
勤
評
闘
争
が
始
ま
り
、

何
も
知
ら
ず
に
、
教
頭
に
勧
め
ら
れ
る

ま
ま
に
組
合
員
に
。
訳
も
わ
か
ら
ず
教

組
の
青
年
部
長
に
推
さ
れ
て
、
気
づ
い
た

と
き
に
は
反
共
攻
撃
の
集
中
砲 
火
の

な
か
に
い
た
。 

お
か
げ
で
目
覚
め
て
、
教

組
運
動
と
地
域
活
動
を
基
礎
に
、
枯
れ

木
も
山
の
賑
わ
い
と
ば
か
り
に
、
全
国

的
な
民
間
教
育
団
体
や
文
芸
団
体
、
平

和
、
人
権
、
環
境
運
動
の
団
体
等
に 

加

わ
り
、
が
む
し
ゃ
ら
に
や
っ
て
き
た
。
そ

の
な
か
で
、「
運
動
」
と
は
、
語
る
こ
と
だ

け
で 

は
な
く
、
足
を
運
び
、
手
を
動
か

す
こ
と
だ
と
知
っ
た
。
学
校
で
も
、
語
る

だ
け
で
は
児
童
・
生
徒
は
動
か
な
い
。
教

員
が
率
先
し
て
動
け
ば
子
ど
も
も
動

く
。 

退
職
後
は
、
ふ
と
し
た
縁
で
、
中

国
の
貧
し
い
山
村
の
子
ど
も
た
ち
に
学

校
を
贈
る
運
動 

を
主
宰
す
る
と
、
こ
れ

ま
で
の
人
脈
で
延
べ
４
０
０
人
の
協
力
者

を
得
て
、
単
身
及
び
そ
の
人
た
ち
を
案

内
し
て
40
数
回
、
中
国
に
渡
っ
た
。
中

国
が
豊
か
に
な
り
、
そ
の
任
を
終
わ
ろ

う
と
し
た
と
き
に
、
東
日
本
大
震
災
が

発
生
。
中
国
の
運
動
体
を
「
被
災
者
と

支
援
者
を
繋
ぐ
会
」
に
移
行
し
て
、
福
島 

                

日
本
共
産
党
西
南
地
区
委
員
会
１
３
６
筆 

同 
 

 

東
部
南
地
区
委
員
会 

21
筆

同 
 

 

東
部
北
地
区
委
員
会 

60
筆 

同 
 

 

中
部
地
区
委
員
会    

10
筆 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

募
金 

 
 

２
０
０
０
円 

新
日
本
婦
人
の
会
埼
玉
県
本
部
５
４
７
筆 

同 
 

 
 

 
 

上
尾
支
部 

 
 

 

10
筆 

埼
玉
県
高
等
学
校
教
職
員
組
合 

47
筆 

年
金
者
組
合 

  

幸
手
支
部 

 
 

 

５
筆 

埼
玉A

A
L
A

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

80
筆 

国
賠
同
盟 

行
田
・
羽
生
支
部 

１
２
０
筆 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

募
金 

 

２
３
０
０
円 

同 
 

 
 

 
 

岩
槻
支
部     

65
筆 

【
団
体
署
名
】  

 
 

（３
８
団
体
） 

新
婦
人
の
会
埼
玉
県
本
部
18
団
体
、
埼
玉

高
等
学
校
教
職
員
組
合
２
団
体
、
年
金
者

組
合
幸
手
支
部
、
日
本
共
産
党
西
南
地
区

委
員
会
、
同
飯
能
新
婦
人
グ
ル
ー
プ
、
同 

 
 

 
 

 
 

 
 

安
松
支
部
、
同
水
野
支
部
、
同
東
部
北
地

区
白
岡
東
支
部
、
同
杉
戸
東
支
部
、
同 

 
 

幸
手
西
支
部
、
同
行
田
南
支
部
、
南
河
原

支
部
、
同
行
田
市
議
団
、
同
羽
生
市
議

団
、
行
田
９
条
の
会
、
同
民
主
商
工
会
、
同

婦
人
部
、
同
共
済
会
、
同
協
立
診
療
所
、

国
賠
同
盟
行
田
・羽
生
支
部 

 

署
名
合
計 

 

（ 

４
月
末
現
在
） 

 
 

 
    

個
人
署
名 

  

３
５
６
８
筆 

 

 
 

 
   

 

団
体
署
名 

 
 

 
 

69
筆 

                    

加
藤
美
恵
子 

 
 

狭
山
市 

加
藤 

武
美 

   

狭
山
市 

林 
 

清
子 

 
 

狭
山
市 

 

原 
 

康
長 

   

川
口
市 

金
子 

幸
弘 

   

川
口
市 

小
泉
紀
美
子 

  

川
口
市 

大
石 

 

豊 
 

  

春
日
部
市 

柳
澤 

由
明 

   

羽
生
市 

 

加
さ
れ
る
方 

も
い
て
、
映
画 

へ
の
期
待
の
大 

き
さ
が
伺
え 

ま
す
。 

県
会
議
員
の 

村
岡
正
嗣
実 

行
委
員
長
の 

あ
い
さ
つ
の
あ
と
、
２
時
間
５
分
の
上
映
が
始

ま
り
ま
し
た
。
映
画
施
設
で
の
上
映
は
、
大
変

好
評
で
、
大
き
な
画
面
に
写
し
出
さ
れ
る
映

像
を
み
な
食
い
入
る
よ
う
に
見
入
り
、
ま
た

涙
を
流
す
方
も
目
立
ち
ま
し
た
。 

上
映
後
、
会
場
に
設
け
ら
れ
た「
書
籍
コ
ー

ナ
ー
」
で
は
、
映
画
の
原
作
本
「
時
代
の
証
言

者
伊
藤
千
代
子
」
の
著
者
、
藤
田
廣
登
さ
ん
の

サ
イ
ン
セ
ー
ル
が
行
わ
れ
、
用
意
し
た
30
冊
が

完
売
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
国
賠
同
盟
へ
２
人

の
入
会
者
と
署
名
21
筆
集
ま
り
ま
し
た
。
出

口
で
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の「
人
道
支
援
募
金
」
が

訴
え
ら
れ
大
勢
の
方
が
応
え
て
い
ま
し
た
。 

「川
口
上
映
会
」ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら 

川
口
の「
上
映
会
」
で
は
入
場
者
の
約
２
割

の
方
が
ア
ン
ケ
ー
ト
に
応
え
て
下
さ
い
ま
し

た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
治
安
維
持
法
の
事
を

知
っ
て
い
る
人
は
81
％
い
ま
し
た
が
、
伊
藤
千

代
子
を
知
ら
な
い
方
が
約
半
数
お
り
ま
し

た
。
ま
た
、
映
画
を
ご
覧
に
な
っ
た
感
想
で
は

殆
ど
の
方
が
①
「
と
て
も
良
か
っ
た
。
感
動
し

た
」に
〇
を
つ
け
て
下
さ
り
、
感
想
文
を
書
き 

       
 

 

 

新
加
入
同
盟
員
紹
介 

・
宮
城
を
中
心
に
、
単
身
・
団
体
含
め

て
１
２
０
数
回
の
支
援
活
動
を
お
こ

な
っ
て
き
た
。
こ
こ
で
大
事
な
こ
と

は
、
み
ず
か
ら
動
き
、
意
志
あ
っ
て
も

動
け
な
い
人
に
は
、
つ
ね
に
活
動
報

告
を
し
て
志
を
繋
い
で
い
く
こ
と
で

あ
る
。
運
動
は
単
純
で
は
な
い
。
い
ろ

い
ろ
な 

要
素
が
絡
み
合
っ
て
い
る
わ

け
だ
か
ら
、
と
き
に
応
じ
て
活
動
報

告
の
封
筒
に
、
別
種
の
資
料
と
署
名

用
紙
を
同
封
す
る
。
と
き
に
は
複
数

の
署
名
。
関
連
を
理
解
し
て
も
ら
い
、

共
感
を
得
る
た
め
で
あ
る
。
成
果
は

二
の
次
。
訴
え
る
こ
と
、
知
っ
て
も
ら

う
こ
と
が
大
事
な
の
で
あ
る
。
テ
レ
ビ

の
Ｃ
Ｍ
は
こ
れ
で
も
か
と
ば
か
り
に
繰

り
返
す
。
相
手
に
よ
っ
て
は
返
信
封

筒
を
同
封
し
、
あ
る
い
は「
切
手
は
カ

ン
パ
で
よ
ろ
し
く
」
と
。「
で
き
た
ら
」

と
し
て
、
心
理
的
な
圧
迫
に
な
ら
な

い
よ
う
に
気
を
つ
け
る
必
要
は
あ
る

が
、
コ
ピ
ー
し
て
多
数
返
送
し
て
く
れ

る
人
、
か
な
り
意
識
的
な
人
で
も
、

「
こ
の
運
動 

は
知
ら
な
か
っ
た
」
と
、

カ
ン
パ
を
添
え
て
く
れ
る
人
も
い
る
。

こ
の
方
法
を
私
は「
な
が
ら
署
名
」
と

よ
ぶ
。
コ
ロ
ナ
禍
で
人
と
会
う
機
会
が

な
く
な
っ
た
今
こ
そ
、「
な
が
ら
署

名
」
が
役
に
立
つ
。
87
歳
と
も
な
る

と
、
次
は
お
前
だ
ぞ
と
思
わ
せ
る
か

の
よ
う
に
、
友
人
・知
人
の
訃
報
が
次 

【
個
人
署
名
】  

 
 

 
(

１
４
３
７
筆) 

矢
島 

孝
一 

 
 

本
庄
市 

 
 

  

40
筆 

宮
前 

や
す 

 
 

中
央
区 

 
 

  

20
筆 

岩
田 

治
樹 

 
 

上
尾
市 

 
 

  

20
筆 

倉
又 

孝
夫 

  

国
分
寺 

 
 

  

59
筆 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

募
金 

 
１
５
０
０
０
円 

林 
 

登
美
男 

 

狭
山
市 

 
  

１
９
７
筆 

           
 

 
 

 
 

い
を
前
進
さ
せ
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

「
再
び
戦
争
と
暗
黒
政
治
を
許
さ
な
い
」
、

「
憲
法
９
条
ま
も
れ
」
を
掲
げ
て
50
年
余

―

、
治
安
維
持
法
「
国
賠
同
盟
」
の
真
価
が

問
わ
れ
る
時
で
す
。
コ
ロ
ナ
禍
に
も
十
分
対

処
し
な
が
ら
の
み
な
さ
ん
の
ご
活
躍
を
心
か

ら
願
っ
て
、
当
面
の
闘
い
の
重
点
を
訴
え
ま

し
た
。
共
に
が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
。 

  
                

 

拡
大
を
進
め
る
こ
と
で
す
。 

い
ず
れ
の
場
合
も
、
多
く
の
会
員
を

迎
え
入
れ
て
成
功
さ
せ
て
い
ま
す
。 

二
つ
目
は
、
治
安
維
持
法
体
制
を
打

破
す
る
問
題
で
す
。
国
会
請
願
行
動

の
中
で
も
経
験
し
た
事
で
す
が
、
請
願

を
国
会
で
採
決
さ
せ
る
た
め
に
、
国
会

の
力
関
係
を
変
え
る
事
で
す
。 

 

ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
が

始
ま
っ
て
二
カ
月
余
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の

主
権
を
侵
害
し
、
市
民
の
命
と
暮
ら

し
を
破
壊
す
る
も
の
で
断
じ
て
許
せ
ま

せ
ん
。
そ
し
て
今
、
こ
の
事
を
利
用
す

る
改
憲
勢
力
の
危
険
な
動
き
、
日
本

の
進
路
、
戦
争
か
平
和
が
問
わ
れ
る

重
大
な
情
勢
の
下
、
来
る
べ
き
参
院
選

挙
（
７
月
10
日
予
定
）
で
、「
市
民
と

野
党
の
共
闘
」
を
前
進
さ
せ
、
改
憲
勢

力
に
３
分
の
２
の
議
席
を
許
さ
な
い
闘 

「な
が
ら
署
名
」に
取
り
組
ん
で 

 
 

 
 

 
 

高
田
哲
郎
さ
ん
の
手
記 

連
日
の
ご
奮
闘
ご
苦
労
様
で
す
。 

５
月
11
日
の
国
会
請
願
行
動
へ
の
ご

協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
紹

介
議
員
な
ど
そ
の
詳
報
は
次
号
に
な

り
ま
す
。 

今
日
の
本
題
は
、「
全
国
大
会
を
２

万
人
で
迎
え
よ
う
。
20
年
代
に
治
安

維
持
法
体
制
に
決
着
を
つ
け
る
。
そ

の
為
の『
特
別
期
間
』
を
成
功
さ
せ
よ

う
」
と
い
う
故
増
本
一
彦
会
長
の
最

後
の
訴
え
に
応
え
る
事
で
す
。 

会
員
拡
大
で
は
、
自
主
目
標
を
達

成
す
る
こ
と
で
す
。
そ
の
た
め
の
手
立

て
の
第
一
は
、
県
内
各
地
で
支
部
結

成
を
進
め
る
、
そ
の
中
で
の
会
員
拡
大

に
取
り
組
む
こ
と
で
す
。
第
二
は
、
い

ま
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
進
め
て
い
る
映

画
「
わ
が
青
春
つ
き
る
と
も
」
の
上
映

運
動
に
取
り
組
み
、
そ
の
中
で
会
員

各 

映
画
「わ
が
青
春
つ
き
る
と
も
」 

埼
玉
で
の
上
映
会
好
ス
タ
ー
ト 

川
口
市
の
上
映
会
に
は
３
１
４
名
が
観
賞 

沢
山
の
感
激
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た 

―

全
国
大
会
（６
月
12
・
13
日
）前
の 

最
後
の
お
願
い
で
す―

 

会
長 

矢
島 

恒
夫 

埼
玉
県
内
上
映
ト
ッ
プ
を
切
っ
た
、
川
口

市
の
上
映
会
は
、
４
月
14
日
、
Ｓ
Ｋ
Ｉ
Ｐ
シ
テ

ィ
ホ
ー
ル
で
午
前
と
午
後
の
部
２
回
上
映
さ

れ
、
参
加
目
標
を
上
回
る
３
１
４
名
の
方
々

が
鑑
賞
さ
れ
大
き
な
成
功
を
お
さ
め
ま
し

た
。
開
演
の
１
時
間
前
か
ら
並
ぶ
方
、
ま
た
、

東
京
か
ら
埼
玉
に
住
む
娘
さ
ん
を
誘
っ
て
参 

 

々
と
直
撃
し
て
く
る
。
体
力
に
は
や
や
自

信
は
あ
る
が
、
や
り
た
い
こ
と
が
た
く
さ
ん

あ
っ
て
、
時
間
と
視
力
が
足
り
な
く
な
っ

た
。
私
に
は
い
つ
ま
で
続
け
ら
れ
る
か
わ
か

ら
な
い
が
、「
な
が
ら
署
名
」に
共
感
し
て
く

れ
る
人
を
求
め
て
一
筆
し
て
み
た
。 

 

＊
高
田
さ
ん
か
ら
は
今
年
も
１
８
７
筆
の

署
名
が
届
き
ま
し
た
。
何
時
も
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
（編
集
部
） 

 

国
会
請
願
署
名
推
進
コ
ー
ナ
ー 

〈
国
会
請
願
三
項
目
〉 

①
国
は
、
治
安
維
持
法
が
人
道
に
反
す
る
悪

法
で
あ
っ
た
こ
と
を
認
め
る
こ
と 

②
国
は
、
治
安
維
持
法
犠
牲
者
に
謝
罪
し
、

賠
償
を
行
う
こ
と 

③
国
は
、
治
安
維
持
法
に
よ
る
犠
牲
の
実
態

を
調
査
し
、
そ
の
内
容
を
公
表
す
る
こ
と 
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経
て
大
宮
郷
に
入
る
。
こ
こ
で
は
田
代
栄

助
ら
が
い
る
秩
父
郡
役
所
を
警
備
。 

 

三
日
、
乙
隊
に
属
し
て
皆
野
村
に
進

み
、
親
鼻
の
渡
し
場
を
守
備
す
る
が
、
四

日
に
は
本
野
上
か
ら
出
牛
峠
を
越
え
て
児

玉
に
向
か
い
、
深
夜
に
金
屋
で
東
京
鎮
台

兵
と
銃
撃
戦
を
交
え
る
。
駅
蔵
は
そ
の
時

の
状
況
を
訊
問
調
書
で
こ
う
述
べ
て
い
る
。 

 

「
味
方
が
一
発
撃
つ
う
ち
、
敵
の
弾
丸

二
十
発
も
飛
ん
で
く
る
に
付
き
進
み
か
ね

て
い
る
と
、
敵
の
弾
丸
先
に
進
め
勧
め
と

指
揮
し
た
る
隊
長
分
に
当
た
り
た
ち
ま
ち

人
家
の
戸
の
傍
に
倒
れ
た
る
」 

 

銃
撃
戦
は
約
一
時
間
で
終
わ
り
、
そ
の

後
白
兵
戦
と
な
っ
た
。
困
民
党
側
は
六
名

が
戦
死
、
そ
の
後
仮
病
院
で
六
名
が
亡
く

な
っ
た
。
駅
蔵
は
逃
走
し
、
五
日
朝
自
宅
に

帰
り
、
一
三
日
自
首
。 

 

明
治
一
八
年
一
月
、
浦
和
重
罪
裁
判

所
は
駅
蔵
に
軽
懲
役
六
年
六
か
月
の
判
決

を
言
い
渡
し
た
。
二
年
後
の
一
二
月
二
四

日
、
浦
和
監
獄
で
獄
死
。
享
年
四
九
歳
だ

っ
た
。 

 

高
岸
家
の
墓
碑
の
墓
誌
に
は
駅
蔵
の
息

子
の
代
か
ら
の
名
が
記
さ
れ
て
い
て
、
駅
蔵

の
名
は
な
い
。
駅
蔵
の
遺
骨
は
さ
い
た
ま
市

浦
和
区
の
更
生
園
に
埋
葬
さ
れ
て
い
る
と

思
わ
れ
る
。 

 【
交
通
】西
武
秩
父
駅
よ
り
吉
田
元
気
村

行
き
バ
ス
で
万
年
橋
下
車 

           

  

  

 

       

 

 

（
１
面
よ
り
続
き
）
添
え
て
下
さ
る
方
も
い

ま
し
た
。
幾
つ
か
紹
介
し
ま
す
。 

①
役
者
が
み
ん
な
上
手
で
、
大
変
良
か
っ

た
②
あ
の
時
代
信
念
、
自
分
の
考
え
を
曲

げ
な
か
っ
た
の
は
凄
い
こ
と
、
志
し
つ
つ
生

き
て
い
れ
ば
、
大
き
な
力
を
出
し
た
だ
ろ

う
と
思
う
。
受
継
ぎ
ま
す
➂
ロ
シ
ア
の
ウ

ク
ラ
イ
ナ
侵
略
に
合
わ
せ
て
、
日
本
の
軍

国
主
義
化
が
じ
わ
じ
わ
す
す
む
中
、
み
ん

な
に
観
て
も
ら
う
べ
き
映
画
だ
と
思
っ
た

④
戦
前
の
弾
圧
に
負
け
な
か
っ
た
女
性
の

映
画
化
は
初
め
て
！
感
激
し
た
⑤
こ
れ
か

ら
の
日
本
も
平
和
を
ま
も
り
切
ら
な
い
と 

「
困
民
党
ト
リ
オ
」
の
一
人
で
自
由

党
員
。
事
件
当
時
の
家
は
上
吉
田
村

大
棚
部
に
あ
っ
た
が
、
下
吉
田
村
矢
畑

で
副
業
と
し
て
鍛
冶
職
を
営
ん
で
い

た
。
そ
の
た
め「
鍛
冶
屋
の
宗
作
」と
言

わ
れ
た
。
事
件
前
年
、
養
蚕
伝
習
館
の

児
玉
競
進
組
の
共
進
会
に
繭
を
出
品

し
て
優
等
賞
を
得
て
い
る
よ
う
に
、
熱

心
な
養
蚕
家
だ
っ
た
。
蜂
起
に
際
し
て

は「
悟
山
道
宗
信
士
」
の
戒
名
を
記
し

た
鉢
巻
き
を
つ
け
て
参
加
し
、
伝
令
師

に
就
任
。
伝
令
師
の
任
務
は「
全
体
に

注
目
し
、
進
退
応
戦
そ
の
機
に
当
た
る

を
監
督
し
、
か
つ
総
理
副
総
理
の
代
理 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
   
  

 

 

 

 

五
六
条
」
に
定
め
て
い
る
こ
と
を
民
商
の
事
務
局
員
と
し
て
三

六
年
営
業
と
暮
ら
し
を
守
る
業
者
運
動
の
中
で
知
り
、
地
方

議
会
、
県
議
会
、
国
会
へ
と
五
六
条
廃
止
の
請
願
運
動
を

し
、
埼
玉
県
男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン
タ
ー
で
業
者
婦
人
の

働
く
実
態
の
調
査
を
埼
玉
県
連
民
商
婦
人
部
で
行
い
、
埼
玉

県
か
ら
全
県
に
調
査
結
果
の
冊
子
を
送
る
事
が
で
き
ま
し

た
。 

二
つ
目
は
、
母
の
兄
二
人
は
十
代
で
志
願
兵
と
し
て
長
兄
は

招
集
さ
れ
三
人
が
戦
死
。
ロ
シ
ア
軍
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略

戦
争
で
罪
も
な
い
子
ど
も
や
市
民
が
殺
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

戦
費
調
達
の
消
費
税
は
廃
止
！ 

戦
争
反
対
！  

家
族
が

働
い
た
労
賃
を
認
め
ろ
！ 

命
を
尊
ぶ
母
親
は
要
求
が
実
る
ま
で
声
を
あ
げ
続
け
ま
す
。 

   

私も 
一言 

第
８
回

坂
本
宗
作
の
墓
碑 

 
 

 
 

 

篠
田 

健
一 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

秩父事件 
墓碑探訪 

 

 

 

 

 

 

戦
争
反
対
、
暮
ら
し
を
守
る
運
動
を
続
け
る
原
点
は…

 
埼
玉
母
親
大
会
連
絡
会 

代
表
委
員 

 

川
上 

豊
子 

 

 
 
    

 
 

民
主
青
年
同
盟
埼
玉
県
委
員
長 

小
山 

森
也 

 
 
 
 

 

今
、
言
わ
な
け
れ
ば
・・・
。
テ
レ 

ビ
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
ま
わ
せ
ば
ウ 

ク
ラ
イ
ナ
の
映
像
が
飛
び
込
ん 

で
く
る
。
ロ
シ
ア
の
蛮
行
で
連
日 

よ
う
に
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
人
々
が 

殺
戮
さ
れ
る
映
像
を
視
る
と
目

を
覆
い
た
く
な
る
▼
プ
ー
チ
ン
大
統
領
は
、

「
核
兵
器
」
で
世
界
を
脅
し
、
原
発
ま
で
攻
撃

し
、
侵
略
を
拡
大
し
て
い
る
。
一
方
、
ウ
ク
ラ

イ
ナ
の
人
々
は
、
国
際
世
論
を
バ
ッ
ク
に
、
兵

器
も
援
助
さ
れ
、
軍
と
と
も
に
抵
抗
を
続
け

て
い
る
▼
ど
う
し
た
ら
戦
争
を
止
め
る
こ
と
が

出
来
る
か
？
バ
イ
デ
ン
米
大
統
領
は
、「
民
主

主
義
対
専
制
主
義
の
た
た
か
い
」
と
対
立
を
あ

お
っ
て
い
る
が
、
い
ま
必
要
な
の
は
、
あ
れ
こ
れ

の『
価
値
観
』
で
世
界
を
二
分
す
る
の
で
な
く
、

『
国
連
憲
章
を
守
れ
』
の
１
点
で
世
界
が
団
結

す
る
事
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
▼
プ
ー
チ
ン
が
最

も
恐
れ
て
い
る
の
が「
国
際
世
論
」
で
包
囲
さ

れ
る
こ
と
。
今
、
世
界
中
で
市
民
が
声
を
あ

げ
、
１
４
１
も
の
国
が
国
連
の
非
難
決
議
に
賛

成
し
、
ロ
シ
ア
の
侵
略
に
立
ち
は
だ
か
っ
て
い

る
。
こ
れ
こ
そ
戦
争
を
止
め
る
力
だ
▼
日
本

政
府
は
、
唯
一
の
戦
争
被
爆
国
と
し
て
、
ま

た
、
憲
法
９
条
を
持
つ
国
と
し
て
、
い
ま
こ
そ
、

日
本
国
憲
法
を
生
か
し
た
外
交
努
力
を
尽
く

す
べ
き
だ
。
私
は
チ
ャ
リ
ン
コ
の
荷
台
の
後
ろ
に

ウ
ク
ラ
イ
ナ
国
旗
の
ス
テ
ッ
カ
ー
を
貼
っ
て
い
る

が
、
日
本
で
も
、
も
っ
と
も
っ
と
市
民
が「
市
民

を
殺
す
な
」「
国
連
憲
章
ま
も
れ
」「
ロ
シ
ア
は

侵
略
や
め
よ
」
の
声
を
あ
げ
て
行
こ
う
。
（森
） 

                

 

 

 

                     

 

短  

歌 

手
間
い
ら
ぬ
う
ど
ん
も
値
上
げ
さ
る
る
な
り 

ロ
シ
ア
が
侵
略
始
め
て
し
よ
り 

 

破
壊
さ
れ
し
大
地
に
呆
然
と
立
つ
農
民
「
作
付 

け
無
理
」と
嘆
き
お
り
た
り
（ウ
ク
ラ
イ
ナ
農
民
） 

川
口
市 

 

宮
地 

さ
か
枝 

俳  

句 

流
れ
ゆ
く
川
面
に
桜
う
つ
し
つ
つ 

青
空
や
か
す
か
に
ゆ
ら
ぐ
桜
草 

春
日
部
市 

 

浅
子 

薫
衣 

五
月
雨
後
千
代
子
を
想
う
白
き
富
士 

行
田
市 

  
 

大
野 

辰
男 

春
駅
頭
侵
略
や
め
よ
と
マ
イ
ク
と
る 

青
春
の
春
赤
く
描
く
映
画
「
千
代
子
」 

さ
い
た
ま
市   

小
池  

荘
市 

川 

柳 

露
プ
ー
チ
ン「
ネ
オ
ナ
チ
」
と
闘
う
と
民
騙
し 

川
口
市 

  
 

小
室 

仁
彌 

北
の
島
領
土
放
棄
の
十
九
年 

絶
対
悪
核
に
政
権
取
り
憑
か
れ 

春
日
部
市 

  

福
家 

駿
吉 

 

                                          

 

宮
城
県
丸
森
町
の
百
姓
の
家
に
生
ま
れ
、
父
は
商
い
も
し

て
い
ま
し
た
。 

 

私
が
政
治
を
変
え
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
っ
た
理
由
は
二
つ

あ
り
ま
す
。
ひ
と
つ
は
農
家
の
生
産
物
（
養
蚕
の
繭
・
野
菜
や

小
麦
な
ど
の
価
格
は
相
場
で
決
ま
り
、
自
分
で
決
め
る
事
が

で
き
な
い
こ
と
。
早
朝
か
ら
暗
く
な
る
ま
で
10
時
間
以
上
も

働
い
て
い
る
の
に
生
活
は
と
て
も
厳
し
い
も
の
で
し
た
。 

冬
は

凍
み
豆
腐
を
作
り
、
代
金
の
代
わ
り
に
大
豆
と
物
々
交
換
。 

冬
の
凍
り
つ
く
寒
い
夜
は
、
豆
腐
一
丁
を
母
が
六
枚
に
切
っ
た

の
を
〝
藁
だ
〟
に
私
と
弟
が
並
べ
、
お
外
に
出
し
て
凍
ら
せ
ま

す
。
試
験
勉
強
中
で
も
天
候
優
先
、
貴
重
な
現
金
収
入
の
仕

事
な
の
で「
早
く
来
て
手
伝
え
と
」
母
に
呼
ば
れ
ま
す
。
家
族

労
働
の
働
き
分
が
労
賃
と
し
て
認
め
な
い
の
は「
所
得
税
法
第 

ま
た
人
々
へ
の
弾
圧
が
起
き
る
。
⑥
思
想

を
貫
く
大
変
さ
と
そ
れ
を
貫
い
た
意
思

の
強
さ
を
感
じ
た
。
戦
争
、
軍
事
体
制
の

恐
ろ
し
さ
が
今
に
通
じ
て
い
る
よ
う
な
気

が
す
る
⑦
あ
の
過
酷
な
時
代
に
信
念
を

も
っ
て
庶
民
の
こ
と
を
思
い
、
意
思
を
貫

く
生
き
様
に
心
を
う
た
れ
ま
す
。
男
尊

女
卑
の
社
会
で
女
性
の
生
き
方
、
め
ざ
め

先
駆
性
を
初
め
て
知
っ
た
⑧
「
赤
旗
」
の

歌
が
始
ま
っ
た
時
か
ら
、
涙
止
ま
ら
ず
マ

ス
ク
２
枚
ビ
シ
ョ
ビ
シ
ョ
で
し
た
。
１
０
０
年

ま
で
頑
張
り
ま
す
⑨
こ
の
よ
う
な
事
が

あ
っ
て
今
が
あ
る
事
を
強
く
感
じ
た
。 

   

 

「
藝
術
を
通
じ
て
平
和
を
訴

え
続
け
て
い
る
」
大
宮
平
和
美

術
会
主
催
の
第
35
回
展
が
４

月
26
日
か
ら
５
月
１
日
ま
で
の

６
日
間
、
大
宮
図
書
館
１
階
展

示
ス
ペ
ー
ス
に
於
い
て
開
催
さ

れ
、
大
勢
の
方
が
鑑
賞
さ
れ
ま

し
た
。
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ

ナ
侵
略
の
最
中
の
開
催
と
あ
っ

て
、
作
者
の
平
和
へ
の
思
い
が
伝

わ
り
ま
す
。
ま
た
、
当
美
術
会

は
、
長
年
に
渡
っ
て「
治
安
維
持

法
犠
牲
者
」
の
肖
像
画
を
描
い

て
来
ま
し
た
が
、
今
年
は
、
24

歳
の
若
さ
で
獄
死
し
た
伊
藤
千

代
子
、
飯 

島
喜
美
、 

田
中
サ
ガ 

ヨ
、
高
島 

満
兎
の
４ 

人
の
女
性 

活
動
家
が 

描
か
れ
紹 

介
さ
れ
て 

い
ま
し
た
。  

 
 

 
 

 

         第
35
回 

「
大
宮
平
和

美
術
展
」開
催
さ
る 

 

面
に「
明
治
十
八
年
九

月
三
日
没 

志
士
坂
本

宗
作 

行
年
三
十
才
」

と
あ
る
。 

 【
交
通
】
西
武
秩
父
駅
よ

り
吉
田
元
気
村
行
き
で

石
間
戸
（
い
さ
ま
ど
）
下

車
、
徒
歩
五
分
。 

       

 

を
な
す
に
あ
り
」 

と
裁
判
言
渡
書
に

あ
る
。 

一
一
月
四
日
の
皆
野
本
陣
解
体

後
、
下
吉
田
村
で
新
た
に
菊
池
貫
平

を
総
理
と
し
、
宗
作
は
副
総
理
格
と

な
っ
て
群
馬
・
長
野
へ
の
進
軍
を
指
揮

し
た
。
同
月
九
日
、
佐
久
地
方
の
東
馬

流
で
高
崎
か
ら
送
ら
れ
た
東
京
鎮
台

兵
と
の
戦
闘
に
敗
れ
、
野
辺
山
原
で

壊
滅
す
る
ま
で
戦
っ
た
。
明
治
一
六
年

末
の
秩
父
郡
役
所
へ
の
請
願
か
ら
困

民
党
の
組
織
化
、
そ
し
て
困
民
党
軍
の

最
期
ま
で
た
た
か
っ
た
の
は
宗
作
だ
け

だ
っ
た
。 

明
治
一
七
年
一
二
月
六
日
、
秩
父

郡
日
尾
村
の
炭
焼
き
小
屋
に
潜
ん
で

い
た
と
こ
ろ
逮
捕
さ
れ
た
。
翌
年
五
月

一
八
日
に
死
刑
判
決
が
下
っ
た
。
戒

名
は「
義
光
院
大
徹
宗
令
居
士
」。
裏 

 

                                       
 

千
代
子
が
生
き
て
い
て
こ
の
喜
び

を
感
じ
る
一
生
で
あ
っ
て
ほ
し
か
っ

た
⑩
参
議
院
議
員
選
挙
前
に
、
映

画
を
見
ら
れ
た
の
が
よ
か
っ
た
。
闘

志
が
湧
い
た
。
（
終
わ
り
） 

      

 

 




